
1 2 3 4 5 6 7
GE100ab Communication in English a、b 1 1,1 必修 全学必修 ○ ○ ○ ○ ○
GE101ab Communication in English (Ⅱ) a、b 1 1,1 必修 総、音、心、環のみ ○ ○ ○ ○ ○
GE200ab English Workshop a、b 2 1,1 必修 全学必修 ○ ○
GE131(2) English for International Communication (Ⅰ) 1 1 必修 ○ ○
GE151(1) Reading and Writing English 1 2 必修 ○ ○ ○ ○
GE161(2) English in Practice (Ⅰ) 1 1 必修 ○ ○ ○ ○
GE231(1) English for International Communication(Ⅱ) 2 1 必修 ○ ○
GE261(2) English in Practice(Ⅱ) 2 1 必修 ○ ○ ○ ○
GE170ab English Honors  (Ⅰ) a、b 1 4,4 選択 ○ ○ ○ ○

GE270（1） English Honors (Ⅱ) 2 4 選択 ○ ○ ○ ○ ○
GE242ab Academic English for TOEFL and IELTS a、b 2 1,1 選択 ○ ○ ○
GE330ab Advanced TOEIC Preparation a、b 2 1,1 選択 ○ ○ ○

GE172ab
Pre-English Honors ：Reading and Writing　a､b

1 1,1 選択 19000台学生以降で、条件
を満たした学生のみ履修可

○ ○ ○

GE230ab TOEIC Preparation a、b 1 1,1 選択 先修条件を満たせば1年後期
から履修可

○ ○

GE233(2) Business English 2 1 ○ ○ ○
GE290(1)(2) 中期海外研修Ⅰ 2 10 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○
GE390(1)(2) 中期海外研修Ⅱ 3 10 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○
E200(1)(2) 春期・夏期語学研修 1−4 2 選択 春期研修は4年生は登録不可 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

E211(1) 中期英語留学Ⅰ（L） 2 7−11 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○
E311(1) 中期英語留学Ⅱ（L） 3 7−12 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○
F 101ab ドイツ語（Ⅰ） 文法 a、b 1,2 1,1 ○ ◎ ○
F 103ab ドイツ語（Ⅰ） 初級応用 a、b 1,2 1,1 ◎ ○
F 121ab フランス語（Ⅰ） 文法 a、b 1,2 1,1 ○ ○ ◎ ○ ○
F 123ab フランス語（Ⅰ） 初級応用 a、b 1,2 1,1 ◎ ○
F 141ab イタリア語（Ⅰ） 文法 a、b 1,2 1,1 ○ ◎ ○
F 143ab イタリア語（Ⅰ） 初級応用 a、b 1,2 1,1 ◎ ○ ○
F 161ab 中国語（Ⅰ） 文法 a、b 1,2 1,1 ○ ◎ ○ ○
F 163ab 中国語（Ⅰ） 会話 a、b 1,2 1,1 ○ ◎ ○ ○
F 191ab 朝鮮語（Ⅰ） 文法 a、b 1,2 1,1 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
F 193ab 朝鮮語（Ⅰ） 会話 a、b 1,2 1,1 ◎ ○ ○
F 204ab ドイツ語（Ⅱ) (文学・言語） a、b 2 1,1 ○ ◎ ○
F 206ab ドイツ語（Ⅱ) (芸術） a、b 2 1,1 不開講
F 207ab ドイツ語（Ⅱ) (社会） a、b 2 1,1 ○ ◎ ○
F 210ab ドイツ語（Ⅱ） 文法・作文 a、b 2 1,1 不開講
F 214ab Oral Communication （独） a、b 2 1,1 ◎ ○ ○
F 224ab フランス語（Ⅱ) (文学・言語） a、b 2 1,1 ○ ◎ ○ ○
F 226ab フランス語（Ⅱ) (芸術） a、b 2 1,1 不開講
F 227ab フランス語（Ⅱ) (社会） a、b 2 1,1 ○ ◎ ○ ○ ○
F 230ab フランス語（Ⅱ） 文法・作文 a、b 2 1,1 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
F 232ab フランス語（Ⅱ） ＬＬ a、b 2 1,1 ◎ ○
F 234ab Oral Communication （仏） a、b 2 1,1 不開講
F 244ab Oral Communication （伊） a、b 2 1,1 ○ ○ ◎ ○ ○
F 245ab イタリア語      （Ⅱ) (文学） a、b 2 1,1 ○ ◎
F 247ab イタリア語      （Ⅱ) (社会） a、b 2 1,1 ○ ◎
F 248ab イタリア語      （Ⅱ) (音楽） a、b 2 1,1 ○ ○ ◎ ○ ○
F 252ab イタリア語      （Ⅱ)  ＬＬ a、b 2 1,1 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
F 262ab 中国語（Ⅱ） 会話 a、b 2 1,1 ○ ◎ ○ ○
F 264ab 中国語（Ⅱ） 閲読 a、b 2 1,1 ○ ◎ ○
F 265ab 中国語（Ⅱ） ＬＬ a、b 2 1,1 ○ ○ ◎ ○ ○
F 292ab 朝鮮語（Ⅱ） 文法 a、b 2 1,1 ◎ ○
F 294ab 朝鮮語（Ⅱ） 会話 a、b 2 1,1 ◎ ○
F 112ab ドイツ語（Ⅰ） ＬＬ a、b 1 1,1 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
F 132ab フランス語（Ⅰ） ＬＬ a、b 1 1,1 ◎ ○
F 152ab イタリア語（Ⅰ） ＬＬ a、b 1 1,1 不開講
F 171ab ギリシャ語（Ⅰ）  a、b 1 1,1 ○ ◎ ○ ○
F 181ab ラテン語（Ⅰ） a、b 1 1,1 ○ ◎ ○ ○
F 271ab ギリシャ語 （Ⅱ） a、b 2 1,1 ○ ◎ ○ ○
F 281ab ラテン語（Ⅱ） a、b 2 1,1 ○ ◎ ○ ○
F 355ab スペイン語 a、b 2 1,1 ○ ○ ◎

英：英文学科、総：総合文化学科、音：音楽学科、心：心理・行動科学科、環：環境・バイオサイエンス学科

ディプロマ・ポリシー
神戸女学院大学は、キリスト教主義の伝統ある女性高等教育機関として、学院標語「愛神愛隣」に基づいて、置かれた場で時代の潮流に流されることなく利害を超えて自らの役割
を果たす、他者と深く共感する人格を養成します。
　そのために、カリキュラム・ポリシーにおいて定めた、キリスト教主義、国際理解、リベラルアーツ＆サイエンスの教育の三つの柱を具現化すべく、以下の七つの力を備えた人
格を養成するように努め、それを修得し卒業要件を満たした人に対して学士の学位を授与します。

1　愛と奉仕の精神
自分を深め、人に尽くす大切さを理解する。隣人を愛し、隣人に共感して行動することができる。社会の一員としての高い倫理的意識を備え、より善い社会の実現のために働くこ
とができる。
2　豊かな感受性
知的、感情的、美的なものに対する感性や理解を高めるとともに、社会性・社会的関心を高くもち、文化・社会・自然の多様性を理解し、受容することができる。
3　論理的思考力
論理的に自分の考えを構築して表現できる。プレゼン等を通して、客観的で説得力ある意見を述べることができる。
4　コミュニケーション力
異なる見解や他者の立場を尊重し、対話を重んじて自分の意見を伝えることができる。自分のリーダーシップや調和力を高め、チームワークを向上させることができる。
5　専門的知識と技能
専門的な考え方、見方ができる、専門的なパフォーマンスができる。複数分野の専門知識とあわせて、多角的に問題を発見し、分析し、解決することができる。
6　創造力と企画力
偏見から自由で、柔軟な思考ができる。新たな発想を持ち、展開していくことができる。
7　主体的に学び続ける力
自立と自律の心構えをもち、自己を管理して、上達目標を定めて粘り強く学ぶことができる。資料収集・読解を自ら進んで行うことができる。

上記の能力を修得したことを示すため、卒業研究・演奏等については学内発表することが求められます。

神戸女学院大学　コア科目・全学オープン科目・キャリアデザインプログラム科目　カリキュラム・マップ

英語

履修形態の別

条件を満たした学生のみ履
修可

ディプロマポリシーの項目番号（◎：
目標達成のために重要な条項、○：目

標達成のために望ましい条項）
科目区分 科目番号 科目名 開講年次 単位

総、音、心、環のみ

その他

外国語

総、心、環のみ

選択

選択

選択

全学選
択必修

英、
総、

心、環
選択必

各学科1語学より4単位必修
（配当学科以外も含め選択

科目としての履修可）
必修科目としては、英、総
は1年配当、音、心、環は2

年配当

総選択
必修

総1年時に履修の語学より4
単位必修（他学科も含め、
選択科目としての履修可）



1 2 3 4 5 6 7
P 103ab  健康スポーツ科学 a、b 1 1,1 ◎ ○ ○

P 214- 1(2)  生涯スポーツコース(テニスⅠ) 2 1 ○ ○
P 214- 2(1)  生涯スポーツコース(ゴルフ) 2 1 ○ ○
P 214- 3(1)  生涯スポーツコース(太極拳) 2 1 ○ ○ ○
P 214- 4(2)  生涯スポーツコース(社交ダンス) 2 1 ○ ○ ○ ○
P 214- 5(1)  生涯スポーツコース(ジャズダンス) 2 1 ○ ○ ○ ○

P 214- 7(1)
 生涯スポーツコース(レクリエ－ションスポ－

ツ)
2 1 ○ ○ ○

P 214- 9(1)  生涯スポーツコース(なぎなた) 2 1 ○ ○ ○ ○
P 214-17(2)  生涯スポーツコース(フリースタイルダンス) 2 1 ○ ○ ○
P 214-19(2)  生涯スポーツコース(トランポ・ロビクス) 2 1 ○ ○
P 214-20(1)  生涯スポーツコース(健やかさ再考[講義]) 2 2 ○ ○ ○

P 214-21(2)
 生涯スポーツコース(アダプテッド・スポーツ科学

[講義])
2 2 ○ ○ ○

P 214-22(2)  生涯スポーツコース(スポーツと社会[講義]) 2 2 ○ ○ ○
P 214-23(1)  生涯スポーツコース(ダンス入門［理論と実技］) 2 2 ○ ○ ○
P 214-31(2)  生涯スポーツコース(ストレッチ・ヨガ) 2 1 ○ ○
P 214-32(1)  生涯スポーツコース(ネット型スポーツ) 2 1 ○ ○ ○
P 214-33(2)  生涯スポーツコース(ピラティス) 2 1 ○ ○ ○ ○
P 214-34(2)  生涯スポーツコース(球技) 2 1 ○ ○ ○
P 214-35(2)  生涯スポーツコース(民族舞踊) 2 1 ○ ○ ○
P 214-36(1)  生涯スポーツコース(ストリートダンス) 2 1 ○ ○ ○ ○
P 214-37(1)  生涯スポーツコース(ヨガ) 2 1 ○ ○ ○ ○
P 214-38(2)  生涯スポーツコース(フィットネス) 2 1 ○ ○ ○

R 100ab  キリスト教概説 a、b 1 2,2 ◎ ○ ○ ○
R 200-1(1)(2)  キリスト教学(旧約学) 2 2 ◎ ○ ○ ○
R 200-2(1)(2)  キリスト教学(新約学) 2 2 ◎ ○ ○ ○
R 200-3(1)(2)  キリスト教学(キリスト教史) 2 2 ◎ ○ ○ ○
R 200-4(1)(2)  キリスト教学(キリスト教思想) 2 2 ◎ ○ ○ ○

Sc 184(1)(2)  IT基礎演習 1 2 必修 (1)、(2)は同一科目とする ○ ○

Sc 185(2)  IT応用演習 1 2 選択
先修条件を満たした者が履

修可
○ ○ ○ ○

ID 110(2)  クローバーゼミ 1 4 必修
20000台学生以降は全学科
1年時配当、17000-19000
台学生は音のみ2年時配当

○ ○ ○ ○ ○ ○

英：英文学科、総：総合文化学科、音：音楽学科、心：心理・行動科学科、環：環境・バイオサイエンス学科

神戸女学院大学　コア科目・全学オープン科目・キャリアデザインプログラム科目　カリキュラム・マップ
ディプロマ・ポリシー
神戸女学院大学は、キリスト教主義の伝統ある女性高等教育機関として、学院標語「愛神愛隣」に基づいて、置かれた場で時代の潮流に流されることなく利害を超えて自ら
の役割を果たす、他者と深く共感する人格を養成します。
　そのために、カリキュラム・ポリシーにおいて定めた、キリスト教主義、国際理解、リベラルアーツ＆サイエンスの教育の三つの柱を具現化すべく、以下の七つの力を備
えた人格を養成するように努め、それを修得し卒業要件を満たした人に対して学士の学位を授与します。

1　愛と奉仕の精神
自分を深め、人に尽くす大切さを理解する。隣人を愛し、隣人に共感して行動することができる。社会の一員としての高い倫理的意識を備え、より善い社会の実現のために
働くことができる。
2　豊かな感受性
知的、感情的、美的なものに対する感性や理解を高めるとともに、社会性・社会的関心を高くもち、文化・社会・自然の多様性を理解し、受容することができる。
3　論理的思考力
論理的に自分の考えを構築して表現できる。プレゼン等を通して、客観的で説得力ある意見を述べることができる。
4　コミュニケーション力
異なる見解や他者の立場を尊重し、対話を重んじて自分の意見を伝えることができる。自分のリーダーシップや調和力を高め、チームワークを向上させることができる。
5　専門的知識と技能
専門的な考え方、見方ができる、専門的なパフォーマンスができる。複数分野の専門知識とあわせて、多角的に問題を発見し、分析し、解決することができる。
6　創造力と企画力
偏見から自由で、柔軟な思考ができる。新たな発想を持ち、展開していくことができる。
7　主体的に学び続ける力
自立と自律の心構えをもち、自己を管理して、上達目標を定めて粘り強く学ぶことができる。資料収集・読解を自ら進んで行うことができる。

上記の能力を修得したことを示すため、卒業研究・演奏等については学内発表することが求められます。

科目区分 科目番号 科目名 開講年次 単位 履修形態の別

ディプロマポリシーの項目番号（◎：
目標達成のために重要な条項、○：目

標達成のために望ましい条項）

体育学

キリスト教学

IT

クローバーゼミ

必修

選択

必修

選択必
修

2単位必修(1)、(2)は同一科
目とする）



1 2 3 4 5 6 7
Cu101(1) 初期神戸女学院 1 2 ◎ ○ ○

Cu130ab 女性学(Ⅰ) a、b 1 2,2 選択
Cu134(1)　女性学(実
践編)（17000台学生ま

で）と同時開講
○ ○ ○ ○ ○

Cu131ab 女性学(Ⅱ) a、b 1 2,2 選択
Cu132(2) 女性学(理論
編)(17000台学生まで)

と同時開講
○ ○ ○ ○ ○

Cu236ab ジェンダー学 a、b 2 2,2 ○ ○ ○ ○ ○
Cu237(1) ジェンダー学特論 2 2 ○ ○
SS183ab 人権論 a、b 1 2,2 ○ ○ ○
Cu161(1) 知への好奇心Ⅰ 1 2 ◎ ○ ○ ○
Cu165(2) 知への好奇心Ⅱ 1 2 ○ ○ ○ ○ ○
J106(1)(2) 日本語表現法 1 2 ○ ○ ○ ○ ○
M137ab 音楽を考える a、b 1 2,2 ○ ○ ○
M218(1) 音響学入門 2 2 ○ ○
Ps109(1) カウンセリング心理学入門 1 2 心を除く ○ ○ ○ ○

Sc131(1)(2) 自然観察入門 1 2
(1)、(2)は同一科目と

する
○

ID100(1)(2) プロジェクト：神戸女学院を創る 1 2
(1)、(2)は同一科目と

する
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CD221(2) 女性とキャリア 2 2 ○ ◎ ○ ◎
CD321(1) キャリアのためのビジネス研究 3 2 ○ ◎ ◎ ○
CD322(2) キャリアのためのコミュニケーション論 3 2 ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○
CD331(2) キャリアデザインのための基礎力開発 3 2 ◎ ○ ◎ ○ ○

CD292-1(1) インターンシップⅠ：Ａ 2 1 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
CD292-2(2) インターンシップⅠ：Ｂ 2 1 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
CD293-1(1) インターンシップⅡ：Ａ 2 2 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
CD293-2(2) インターンシップⅡ：Ｂ 2 2 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
CuI101(1)(2)

～CuI118(1)(2) 西宮市大学交流センタ－科目Ａ～Ｒ
（西宮市大学共通単位講座）

1 各2 ○ ○ ○ ○

CuI119(1)(2)
西宮市大学交流センタ－科目Ｓ（西宮市大学共

通単位講座）
1 各1 ○ ○ ○ ○

Cu226ab  Introduction to Japanese Culture a、b 1 2,2 ◎ ○
Cu227ab  Current Issues in Japan a、b 1 2,2 ◎ ○

CD212(2)
ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論(ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ科

目）
2 2 ◎ ○ ○

CDP210(1) メディアと知 2 2 ○ ◎ ○
CDP220(1)(2) マネジメント概論 2 2 ○ ◎ ○
CDP230(1)(2) ボディサイエンス 2 2 ○ ◎

CDP224(1) アートマネジメント[講義] 2 2 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○
CDP211(2)  プレゼンテーションの技法 2 2 ○ ◎ ○ ○
CDP312(1)  プロフェッショナル・ライティング 3 2 ○ ○ ◎ ○ ○
CDP313(2)  メディアコミュニケーション演習 3 2 ○ ○ ◎ ○
CDP221(2)  アート・クリティック 2 2 ◎ ○
CDP322(1)  アート・パフォーマンス 3 2 ◎ ○ ○
CDP323(2)  アート・マネジメント演習 3 2 ○ ○ ○ ○ ◎
CDP231(2)  ホスピタリティ産業論 2 2 ○ ◎ ○
CDP332(1)  対人コミュニケーション論 3 2 ○ ◎ ○
CDP333(2)  ホスピタリティマネジメント演習 3 2 ○ ○ ○ ◎ ○

選択
選択
選択

キャリアデザイン
プログラム

選択
選択
選択
選択
選択

選択

キャリアデザインプログラム
受講者は4単位必修、他学生は
選択。同一科目番号の(1)、(2)

は同一科目とする

キャリアデザインプログラム
受講者は1つのコースより6単
位必修。他学生は履修不可

神戸女学院大学　コア科目・全学オープン科目・キャリアデザインプログラム科目　カリキュラム・マップ
ディプロマ・ポリシー
神戸女学院大学は、キリスト教主義の伝統ある女性高等教育機関として、学院標語「愛神愛隣」に基づいて、置かれた場で時代の潮流に流されることなく利害を超えて自ら
の役割を果たす、他者と深く共感する人格を養成します。
　そのために、カリキュラム・ポリシーにおいて定めた、キリスト教主義、国際理解、リベラルアーツ＆サイエンスの教育の三つの柱を具現化すべく、以下の七つの力を備
えた人格を養成するように努め、それを修得し卒業要件を満たした人に対して学士の学位を授与します。

1　愛と奉仕の精神
自分を深め、人に尽くす大切さを理解する。隣人を愛し、隣人に共感して行動することができる。社会の一員としての高い倫理的意識を備え、より善い社会の実現のために
働くことができる。
2　豊かな感受性
知的、感情的、美的なものに対する感性や理解を高めるとともに、社会性・社会的関心を高くもち、文化・社会・自然の多様性を理解し、受容することができる。
3　論理的思考力
論理的に自分の考えを構築して表現できる。プレゼン等を通して、客観的で説得力ある意見を述べることができる。
4　コミュニケーション力
異なる見解や他者の立場を尊重し、対話を重んじて自分の意見を伝えることができる。自分のリーダーシップや調和力を高め、チームワークを向上させることができる。
5　専門的知識と技能
専門的な考え方、見方ができる、専門的なパフォーマンスができる。複数分野の専門知識とあわせて、多角的に問題を発見し、分析し、解決することができる。
6　創造力と企画力
偏見から自由で、柔軟な思考ができる。新たな発想を持ち、展開していくことができる。
7　主体的に学び続ける力
自立と自律の心構えをもち、自己を管理して、上達目標を定めて粘り強く学ぶことができる。資料収集・読解を自ら進んで行うことができる。

上記の能力を修得したことを示すため、卒業研究・演奏等については学内発表することが求められます。

科目区分 科目番号 科目名
開講
年次

単位 履修形態の別

ディプロマポリシーの項目番号（◎：
目標達成のために重要な条項、○：目

標達成のために望ましい条項）

この他、所属学科以外の指定のメジャー科目をオープン科目として履修可能。

選択
選択
選択
選択

2単位を上限とする

選択

他大学提供科目も含む
ため、右記記載はオー
プン科目の満たすべき
項目として記入した。
(1)、(2)は同一科目と

する

1年後期より履修可能

メディア・コ
ミュニケーショ

ンコース

アート・マネジ
メントコース

ホスピタリ
ティ・マネジメ

ントコース

キャリアデザイ
ンプログラム共

通科目

全学オープン科目

英：英文学科、総：総合文化学科、音：音楽学科、心：心理・行動科学科、環：環境・バイオサイエンス学科

選択



1 2 3 4 5 6 7
GE100ab Communication in English a、b 1 1,1 必修 全学必修 ○ ○ ○ ○ ○
GE101ab Communication in English (Ⅱ) a、b 1 1,1 必修 総、音、心、環のみ ○ ○ ○ ○ ○
GE200ab English Workshop a、b 2 1,1 必修 全学必修 ○ ○
GE131(2) English for International Communication (Ⅰ) 1 1 必修 ○ ○
GE151(1) Reading and Writing English 1 2 必修 ○ ○ ○ ○
GE161(2) English in Practice (Ⅰ) 1 1 必修 ○ ○ ○ ○
GE231(1) English for International Communication(Ⅱ) 2 1 必修 ○ ○
GE261(2) English in Practice(Ⅱ) 2 1 必修 ○ ○ ○ ○
GE170ab English Honors  (Ⅰ) a、b 1 4,4 選択 ○ ○ ○ ○

GE270（1） English Honors (Ⅱ) 2 4 選択 ○ ○ ○ ○ ○
GE242ab Academic English for TOEFL and IELTS a、b 2 1,1 選択 ○ ○ ○
GE330ab Advanced TOEIC Preparation a、b 2 1,1 選択 ○ ○ ○

GE172ab
Pre-English Honors ：Reading and Writing　a､b

1 1,1 選択 19000台学生以降で、条件
を満たした学生のみ履修可

○ ○ ○

GE230ab TOEIC Preparation a、b 1 1,1 選択 先修条件を満たせば1年後期
から履修可

○ ○

GE233(2) Business English 2 1 ○ ○ ○
GE290(1)(2) 中期海外研修Ⅰ 2 10 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○
GE390(1)(2) 中期海外研修Ⅱ 3 10 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○
E200(1)(2) 春期・夏期語学研修 1−4 2 選択 春期研修は4年生は登録不可 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

E211(1) 中期英語留学Ⅰ（L） 2 7−11 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○
E311(1) 中期英語留学Ⅱ（L） 3 7−12 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○
F 101ab ドイツ語（Ⅰ） 文法 a、b 1,2 1,1 ○ ◎ ○
F 103ab ドイツ語（Ⅰ） 初級応用 a、b 1,2 1,1 ◎ ○
F 121ab フランス語（Ⅰ） 文法 a、b 1,2 1,1 ○ ○ ◎ ○ ○
F 123ab フランス語（Ⅰ） 初級応用 a、b 1,2 1,1 ◎ ○
F 141ab イタリア語（Ⅰ） 文法 a、b 1,2 1,1 ○ ◎ ○
F 143ab イタリア語（Ⅰ） 初級応用 a、b 1,2 1,1 ◎ ○ ○
F 161ab 中国語（Ⅰ） 文法 a、b 1,2 1,1 ○ ◎ ○ ○
F 163ab 中国語（Ⅰ） 会話 a、b 1,2 1,1 ○ ◎ ○ ○
F 191ab 朝鮮語（Ⅰ） 文法 a、b 1,2 1,1 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
F 193ab 朝鮮語（Ⅰ） 会話 a、b 1,2 1,1 ◎ ○ ○
F 204ab ドイツ語（Ⅱ) (文学・言語） a、b 2 1,1 ○ ◎ ○
F 206ab ドイツ語（Ⅱ) (芸術） a、b 2 1,1 ○ ◎ ○ ○
F 207ab ドイツ語（Ⅱ) (社会） a、b 2 1,1 ○ ◎ ○
F 210ab ドイツ語（Ⅱ） 文法・作文 a、b 2 1,1 ○ ◎ ○ ○
F 214ab Oral Communication （独） a、b 2 1,1 ◎ ○ ○
F 224ab フランス語（Ⅱ) (文学・言語） a、b 2 1,1 ○ ◎ ○ ○
F 226ab フランス語（Ⅱ) (芸術） a、b 2 1,1 ○ ◎ ○ ○
F 227ab フランス語（Ⅱ) (社会） a、b 2 1,1 ○ ◎ ○ ○ ○
F 230ab フランス語（Ⅱ） 文法・作文 a、b 2 1,1 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
F 232ab フランス語（Ⅱ） ＬＬ a、b 2 1,1 ◎ ○
F 234ab Oral Communication （仏） a、b 2 1,1 ○ ◎ ○ ○
F 244ab Oral Communication （伊） a、b 2 1,1 ○ ○ ◎ ○ ○
F 245ab イタリア語      （Ⅱ) (文学） a、b 2 1,1 ○ ◎
F 247ab イタリア語      （Ⅱ) (社会） a、b 2 1,1 ○ ◎
F 248ab イタリア語      （Ⅱ) (音楽） a、b 2 1,1 ○ ○ ◎ ○ ○
F 252ab イタリア語      （Ⅱ)  ＬＬ a、b 2 1,1 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
F 262ab 中国語（Ⅱ） 会話 a、b 2 1,1 ○ ◎ ○ ○
F 264ab 中国語（Ⅱ） 閲読 a、b 2 1,1 ○ ◎ ○
F 265ab 中国語（Ⅱ） ＬＬ a、b 2 1,1 ○ ○ ◎ ○ ○
F 292ab 朝鮮語（Ⅱ） 文法 a、b 2 1,1 ◎ ○
F 294ab 朝鮮語（Ⅱ） 会話 a、b 2 1,1 ◎ ○
F 112ab ドイツ語（Ⅰ） ＬＬ a、b 1 1,1 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
F 132ab フランス語（Ⅰ） ＬＬ a、b 1 1,1 ◎ ○
F 152ab イタリア語（Ⅰ） ＬＬ a、b 1 1,1 ○ ◎ ○ ○
F 171ab ギリシャ語（Ⅰ）  a、b 1 1,1 ○ ◎ ○ ○
F 181ab ラテン語（Ⅰ） a、b 1 1,1 ○ ◎ ○ ○
F 271ab ギリシャ語 （Ⅱ） a、b 2 1,1 ○ ◎ ○ ○
F 281ab ラテン語（Ⅱ） a、b 2 1,1 ○ ◎ ○ ○
F 355ab スペイン語 a、b 2 1,1 ○ ○ ◎

英：英文学科、総：総合文化学科、音：音楽学科、心：心理・行動科学科、環：環境・バイオサイエンス学科

ディプロマ・ポリシー
神戸女学院大学は、キリスト教主義の伝統ある女性高等教育機関として、学院標語「愛神愛隣」に基づいて、置かれた場で時代の潮流に流されることなく利害を超えて自らの役割
を果たす、他者と深く共感する人格を養成します。
　そのために、カリキュラム・ポリシーにおいて定めた、キリスト教主義、国際理解、リベラルアーツ＆サイエンスの教育の三つの柱を具現化すべく、以下の七つの力を備えた人
格を養成するように努め、それを修得し卒業要件を満たした人に対して学士の学位を授与します。

1　愛と奉仕の精神
自分を深め、人に尽くす大切さを理解する。隣人を愛し、隣人に共感して行動することができる。社会の一員としての高い倫理的意識を備え、より善い社会の実現のために働くこ
とができる。
2　豊かな感受性
知的、感情的、美的なものに対する感性や理解を高めるとともに、社会性・社会的関心を高くもち、文化・社会・自然の多様性を理解し、受容することができる。
3　論理的思考力
論理的に自分の考えを構築して表現できる。プレゼン等を通して、客観的で説得力ある意見を述べることができる。
4　コミュニケーション力
異なる見解や他者の立場を尊重し、対話を重んじて自分の意見を伝えることができる。自分のリーダーシップや調和力を高め、チームワークを向上させることができる。
5　専門的知識と技能
専門的な考え方、見方ができる、専門的なパフォーマンスができる。複数分野の専門知識とあわせて、多角的に問題を発見し、分析し、解決することができる。
6　創造力と企画力
偏見から自由で、柔軟な思考ができる。新たな発想を持ち、展開していくことができる。
7　主体的に学び続ける力
自立と自律の心構えをもち、自己を管理して、上達目標を定めて粘り強く学ぶことができる。資料収集・読解を自ら進んで行うことができる。

上記の能力を修得したことを示すため、卒業研究・演奏等については学内発表することが求められます。

神戸女学院大学　コア科目・全学オープン科目・キャリアデザインプログラム科目　カリキュラム・マップ

英語

履修形態の別

条件を満たした学生のみ履
修可

ディプロマポリシーの項目番号（◎：
目標達成のために重要な条項、○：目

標達成のために望ましい条項）
科目区分 科目番号 科目名 開講年次 単位

総、音、心、環のみ

その他

外国語

総、心、環のみ

選択

選択

選択

全学選
択必修

英、
総、

心、環
選択必

各学科1語学より4単位必修
（配当学科以外も含め選択

科目としての履修可）
必修科目としては、英、総
は1年配当、音、心、環は2

年配当

総選択
必修

総1年時に履修の語学より4
単位必修（他学科も含め、
選択科目としての履修可）

22000学生～



1 2 3 4 5 6 7
P 103ab  健康スポーツ科学 a、b 1 1,1 ◎ ○ ○

P 214- 1(2)  生涯スポーツコース(テニスⅠ) 2 1 ○ ○
P 214- 2(1)  生涯スポーツコース(ゴルフ) 2 1 ○ ○
P 214- 3(1)  生涯スポーツコース(太極拳) 2 1 ○ ○ ○
P 214- 4(2)  生涯スポーツコース(社交ダンス) 2 1 ○ ○ ○ ○
P 214- 5(1)  生涯スポーツコース(ジャズダンス) 2 1 ○ ○ ○ ○

P 214- 7(1)
 生涯スポーツコース(レクリエ－ションスポ－

ツ)
2 1 ○ ○ ○

P 214- 9(1)  生涯スポーツコース(なぎなた) 2 1 ○ ○ ○ ○
P 214-17(2)  生涯スポーツコース(フリースタイルダンス) 2 1 ○ ○ ○
P 214-19(2)  生涯スポーツコース(トランポ・ロビクス) 2 1 ○ ○
P 214-20(1)  生涯スポーツコース(健やかさ再考[講義]) 2 2 ○ ○ ○

P 214-21(2)
 生涯スポーツコース(アダプテッド・スポーツ科学

[講義])
2 2 ○ ○ ○

P 214-22(2)  生涯スポーツコース(スポーツと社会[講義]) 2 2 ○ ○ ○
P 214-23(1)  生涯スポーツコース(ダンス入門［理論と実技］) 2 2 ○ ○ ○
P 214-31(2)  生涯スポーツコース(ストレッチ・ヨガ) 2 1 ○ ○
P 214-32(1)  生涯スポーツコース(ネット型スポーツ) 2 1 ○ ○ ○
P 214-33(2)  生涯スポーツコース(ピラティス) 2 1 ○ ○ ○ ○
P 214-34(2)  生涯スポーツコース(球技) 2 1 ○ ○ ○
P 214-35(2)  生涯スポーツコース(民族舞踊) 2 1 ○ ○ ○
P 214-36(1)  生涯スポーツコース(ストリートダンス) 2 1 ○ ○ ○ ○
P 214-37(1)  生涯スポーツコース(ヨガ) 2 1 ○ ○ ○ ○
P 214-38(2)  生涯スポーツコース(フィットネス) 2 1 ○ ○ ○

R 100ab  キリスト教概説 a、b 1 2,2 ◎ ○ ○ ○
R 200-1(1)(2)  キリスト教学(旧約学) 2 2 ◎ ○ ○ ○
R 200-2(1)(2)  キリスト教学(新約学) 2 2 ◎ ○ ○ ○
R 200-3(1)(2)  キリスト教学(キリスト教史) 2 2 ◎ ○ ○ ○
R 200-4(1)(2)  キリスト教学(キリスト教思想) 2 2 ◎ ○ ○ ○

Sc 184(1)(2)  IT基礎演習 1 2 必修 (1)、(2)は同一科目とする ○ ○

Sc 185(2)  IT応用演習 1 2 選択
先修条件を満たした者が履

修可
○ ○ ○ ○

Sc188(2)  データサイエンス入門 1 2 選択
先修条件を満たした者が履

修可
○ ○ ○

ID 110(2)  クローバーゼミ 1 4 必修
20000台学生以降は全学科
1年時配当、17000-19000
台学生は音のみ2年時配当

○ ○ ○ ○ ○ ○

必修

選択

必修

選択必
修

2単位必修(1)、(2)は同一科
目とする）

英：英文学科、総：総合文化学科、音：音楽学科、心：心理・行動科学科、環：環境・バイオサイエンス学科

神戸女学院大学　コア科目・全学オープン科目・キャリアデザインプログラム科目　カリキュラム・マップ
ディプロマ・ポリシー
神戸女学院大学は、キリスト教主義の伝統ある女性高等教育機関として、学院標語「愛神愛隣」に基づいて、置かれた場で時代の潮流に流されることなく利害を超えて自ら
の役割を果たす、他者と深く共感する人格を養成します。
　そのために、カリキュラム・ポリシーにおいて定めた、キリスト教主義、国際理解、リベラルアーツ＆サイエンスの教育の三つの柱を具現化すべく、以下の七つの力を備
えた人格を養成するように努め、それを修得し卒業要件を満たした人に対して学士の学位を授与します。

1　愛と奉仕の精神
自分を深め、人に尽くす大切さを理解する。隣人を愛し、隣人に共感して行動することができる。社会の一員としての高い倫理的意識を備え、より善い社会の実現のために
働くことができる。
2　豊かな感受性
知的、感情的、美的なものに対する感性や理解を高めるとともに、社会性・社会的関心を高くもち、文化・社会・自然の多様性を理解し、受容することができる。
3　論理的思考力
論理的に自分の考えを構築して表現できる。プレゼン等を通して、客観的で説得力ある意見を述べることができる。
4　コミュニケーション力
異なる見解や他者の立場を尊重し、対話を重んじて自分の意見を伝えることができる。自分のリーダーシップや調和力を高め、チームワークを向上させることができる。
5　専門的知識と技能
専門的な考え方、見方ができる、専門的なパフォーマンスができる。複数分野の専門知識とあわせて、多角的に問題を発見し、分析し、解決することができる。
6　創造力と企画力
偏見から自由で、柔軟な思考ができる。新たな発想を持ち、展開していくことができる。
7　主体的に学び続ける力
自立と自律の心構えをもち、自己を管理して、上達目標を定めて粘り強く学ぶことができる。資料収集・読解を自ら進んで行うことができる。

上記の能力を修得したことを示すため、卒業研究・演奏等については学内発表することが求められます。

科目区分 科目番号 科目名 開講年次 単位 履修形態の別

ディプロマポリシーの項目番号（◎：
目標達成のために重要な条項、○：目

標達成のために望ましい条項）

体育学

キリスト教学

IT

クローバーゼミ

22000学生～



1 2 3 4 5 6 7
Cu101(1) 初期神戸女学院 1 2 ◎ ○ ○

Cu130ab 女性学(Ⅰ) a、b 1 2,2 選択
Cu134(1)　女性学(実
践編)（17000台学生ま

で）と同時開講
○ ○ ○ ○ ○

Cu131ab 女性学(Ⅱ) a、b 1 2,2 選択
Cu132(2) 女性学(理論
編)(17000台学生まで)

と同時開講
○ ○ ○ ○ ○

Cu236ab ジェンダー学 a、b 2 2,2 ○ ○ ○ ○ ○
Cu237(1) ジェンダー学特論 2 2 ○ ○
SS183ab 人権論 a、b 1 2,2 ○ ○ ○
Cu161(1) 知への好奇心Ⅰ 1 2 ◎ ○ ○ ○
Cu165(2) 知への好奇心Ⅱ 1 2 ○ ○ ○ ○ ○
J106(1)(2) 日本語表現法 1 2 ○ ○ ○ ○ ○
M137ab 音楽を考える a、b 1 2,2 ○ ○ ○
M218(1) 音響学入門 2 2 ○ ○
Ps109(1) カウンセリング心理学入門 1 2 心を除く ○ ○ ○ ○

Sc131(1)(2) 自然観察入門 1 2
(1)、(2)は同一科目と

する
○

ID100(1)(2) プロジェクト：神戸女学院を創る 1 2
(1)、(2)は同一科目と

する
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CD221(2) 女性とキャリア 2 2 ○ ◎ ○ ◎
CD321(1) キャリアのためのビジネス研究 3 2 ○ ◎ ◎ ○
CD322(2) キャリアのためのコミュニケーション論 3 2 ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○
CD331(2) キャリアデザインのための基礎力開発 3 2 ◎ ○ ◎ ○ ○

CD292-1(1) インターンシップⅠ：Ａ 2 1 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
CD292-2(2) インターンシップⅠ：Ｂ 2 1 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
CD293-1(1) インターンシップⅡ：Ａ 2 2 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
CD293-2(2) インターンシップⅡ：Ｂ 2 2 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
CuI101(1)(2)

～CuI118(1)(2) 西宮市大学交流センタ－科目Ａ～Ｒ
（西宮市大学共通単位講座）

1 各2 ○ ○ ○ ○

CuI119(1)(2)
西宮市大学交流センタ－科目Ｓ（西宮市大学共

通単位講座）
1 各1 ○ ○ ○ ○

Cu226ab  Introduction to Japanese Culture a、b 1 2,2 ◎ ○
Cu227ab  Current Issues in Japan a、b 1 2,2 ◎ ○

CD212(2)
ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論(ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ科

目）
2 2 ◎ ○ ○

CDP210(1) メディアと知 2 2 ○ ◎ ○
CDP220(1)(2) マネジメント概論 2 2 ○ ◎ ○
CDP230(1)(2) ボディサイエンス 2 2 ○ ◎

CDP224(1) アートマネジメント[講義] 2 2 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○
CDP211(2)  プレゼンテーションの技法 2 2 ○ ◎ ○ ○
CDP312(1)  プロフェッショナル・ライティング 3 2 ○ ○ ◎ ○ ○
CDP313(2) メディアコミュニケーション演習 3 2 ○ ○ ◎ ○
CDP221(2) アート・クリティック 2 2 ◎ ○
CDP322(1) アート・パフォーマンス 3 2 ◎ ○ ○
CDP323(2) アート・マネジメント演習 3 2 ○ ○ ○ ○ ◎
CDP231(2) ホスピタリティ産業論 2 2 ○ ◎ ○
CDP332(1)  対人コミュニケーション論 3 2 ○ ◎ ○
CDP333(2) ホスピタリティマネジメント演習 3 2 ○ ○ ○ ◎ ○

この他、所属学科以外の指定のメジャー科目をオープン科目として履修可能。

選択
選択
選択
選択

2単位を上限とする

選択

他大学提供科目も含む
ため、右記記載はオー
プン科目の満たすべき
項目として記入した。
(1)、(2)は同一科目と

する

1年後期より履修可能

メディア・コ
ミュニケーショ

ンコース

アート・マネジ
メントコース

ホスピタリ
ティ・マネジメ

ントコース

キャリアデザイ
ンプログラム共

通科目

全学オープン科目

英：英文学科、総：総合文化学科、音：音楽学科、心：心理・行動科学科、環：環境・バイオサイエンス学科

選択

神戸女学院大学　コア科目・全学オープン科目・キャリアデザインプログラム科目　カリキュラム・マップ
ディプロマ・ポリシー
神戸女学院大学は、キリスト教主義の伝統ある女性高等教育機関として、学院標語「愛神愛隣」に基づいて、置かれた場で時代の潮流に流されることなく利害を超えて自ら
の役割を果たす、他者と深く共感する人格を養成します。
　そのために、カリキュラム・ポリシーにおいて定めた、キリスト教主義、国際理解、リベラルアーツ＆サイエンスの教育の三つの柱を具現化すべく、以下の七つの力を備
えた人格を養成するように努め、それを修得し卒業要件を満たした人に対して学士の学位を授与します。

1　愛と奉仕の精神
自分を深め、人に尽くす大切さを理解する。隣人を愛し、隣人に共感して行動することができる。社会の一員としての高い倫理的意識を備え、より善い社会の実現のために
働くことができる。
2　豊かな感受性
知的、感情的、美的なものに対する感性や理解を高めるとともに、社会性・社会的関心を高くもち、文化・社会・自然の多様性を理解し、受容することができる。
3　論理的思考力
論理的に自分の考えを構築して表現できる。プレゼン等を通して、客観的で説得力ある意見を述べることができる。
4　コミュニケーション力
異なる見解や他者の立場を尊重し、対話を重んじて自分の意見を伝えることができる。自分のリーダーシップや調和力を高め、チームワークを向上させることができる。
5　専門的知識と技能
専門的な考え方、見方ができる、専門的なパフォーマンスができる。複数分野の専門知識とあわせて、多角的に問題を発見し、分析し、解決することができる。
6　創造力と企画力
偏見から自由で、柔軟な思考ができる。新たな発想を持ち、展開していくことができる。
7　主体的に学び続ける力
自立と自律の心構えをもち、自己を管理して、上達目標を定めて粘り強く学ぶことができる。資料収集・読解を自ら進んで行うことができる。

上記の能力を修得したことを示すため、卒業研究・演奏等については学内発表することが求められます。

科目区分 科目番号 科目名
開講
年次

単位 履修形態の別

ディプロマポリシーの項目番号（◎：
目標達成のために重要な条項、○：目

標達成のために望ましい条項）

選択
選択
選択

キャリアデザイン
プログラム

選択
選択
選択
選択
選択

選択

キャリアデザインプログラム
受講者は4単位必修、他学生は
選択。同一科目番号の(1)、(2)

は同一科目とする

キャリアデザインプログラム
受講者は1つのコースより6単
位必修。他学生は履修不可

22000学生～
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